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一　

札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
は
、
多
く
の
皆
様
の
期
待
の
も
と
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
七
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
の
四
階
か
ら
九
階
に
位
置
す
る
札
幌
文
化
芸
術
劇
場

h
i
t
a
r
u
は
、
北
海
道
初
の
多
面
舞
台
と
三
層
バ
ル
コ
ニ
ー

形
式
二
三
〇
二
席
を
備
え
、
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

等
、大
規
模
な
舞
台
芸
術
の
上
演
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

可
動
式
の
音
響
反
射
板
を
有
し
、
ピ
ア
ノ
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音

も
非
常
に
良
い
音
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
れ
ま
で
、
各
種
公
演
が
行
な
わ
れ
て
き
た
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー

ル
の
閉
館
に
伴
い
、そ
の
機
能
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

貸
館
事
業
も
多
く
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、
演
歌
等
様
々
な
公
演

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
劇
場
の
他
、
三
階
に
は
劇
場
の

主
舞
台
と
同
じ
規
模
で
移
動
観
覧
席
も
あ
る
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
タ
ジ
オ
」
が
あ
り
、
劇
場
公
演
の
リ
ハ
ー
サ
ル
や
演
劇
、
ダ
ン

ス
の
発
表
等
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

二
〇
一
八
年
の
活
動
は
、
一
〇
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
一
二

月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
こ
の
短
期
間

に
実
に
様
々
な
多
く
の
公
演
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
の
公
演
も
多

く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
劇
場
事
業
課
の
主
催
事
業
を
中

心
に
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二　

札
幌
文
化
芸
術
劇
場
h
i
t
a
r
u

札
幌
文
化
芸
術
劇
場
h
i
t
a
r
u
の
杮
落
と
し
公
演
と
し

て
、
一
〇
月
七
日
（
日
）、
八
日
（
月
・
祝
）
に
ア
ン
ド
レ
ア
・
バ
ッ

テ
ィ
ス
ト
ー
ニ
指
揮
に
よ
る
オ
ペ
ラ
「
ア
イ
ー
ダ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
、
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、

i
i
c
h
i
k
o
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
等
と
の
共
同
制
作
で
、

札
幌
公
演
は
、
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
二
日
公
演
。
チ
ケ
ッ
ト

は
プ
ラ
ザ
メ
ン
バ
ー
ズ
向
け
先
行
販
売
、
一
般
販
売
と
も
に
即
日

完
売
し
、
公
演
も
バ
ッ
テ
ィ
ス
ト
ー
ニ
の
終
始
、
迫
力
あ
る
指
揮

で
、
独
唱
、
合
唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
ま
と
め
、
h
i
t
a
r
u

の
潜
在
能
力
を
存
分
に
引
き
出
す
よ
う
な
名
演
で
し
た
。
と
り
わ

け
、
第
二
幕
の
壮
大
な
凱
旋
の
シ
ー
ン
は
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
来
場
者
を
魅
了
し
、
終
演
後
も
多
く
の
来
場
者
、
評
論
家
、

関
係
者
の
皆
様
か
ら
、「
想
像
以
上
に
素
晴
ら
し
い
公
演
で
あ
っ

た
」
と
歓
喜
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
一
一
月
二
三
日
（
金
・
祝
）、
二
四
日
（
土
）
に
は
、

満
員
御
礼
で
始
ま
り
、
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
各
種
演
劇
制
作
事
業
の
ほ
か
に
も
、
劇
場
運
営
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
の
派
遣
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
行
い
ま
し

た
。二

〇
一
九
年
も
劇
場
で
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
二
〇
一
八
年
の
活
動
を
終
え
て

公
益
財
団
法
人
札
幌
市
芸
術
文
化
財
団　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
事
業
部 

劇
場
事
業
課
長　
髙
橋　
秀
典
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主
催
事
業
と
し
て
は
最
初
の
バ
レ
エ
公
演
と
し
て
、
新
国
立
劇
場

バ
レ
エ
団
「
白
鳥
の
湖
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
本
で
唯
一
の
国

立
バ
レ
エ
団
で
あ
る
新
国
立
バ
レ
エ
団
と
し
て
も
北
海
道
初
公
演

と
な
っ
た
本
公
演
も
ア
イ
ー
ダ
同
様
、チ
ケ
ッ
ト
は
即
日
完
売
し
、

期
待
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

「
白
鳥
の
湖
」
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
に
よ
っ

て
作
曲
さ
れ
た
バ
レ
エ
音
楽
及
び
そ
れ
を
用
い
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
作
品
で
、「
眠
れ
る
森
の
美
女
」、「
く
る
み
割
り
人
形
」
と

共
に
三
大
バ
レ
エ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

耳
に
馴
染
ん
だ
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
音
楽
が
素
晴
ら
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
華
麗
な
踊
り
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
姿

に
し
て
魅
せ
て
く
れ
る
新
国
立
劇
場
バ
レ
エ
団
の
ダ
ン
サ
ー
達
と

分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
本
作
品
は
、
劇
場
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
新
国
立
劇
場
バ
レ
エ
団
の
全
体
的
な
ま
と
ま

り
と
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
ど
の
ダ
ン
サ
ー
を
と
っ
て
も
甲
乙
付
け

が
た
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
の
究
極
美
と
も
言
え
る
コ
ー
ル
・
ド
・

バ
レ
エ
が
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
え
ま
す
。
第
二
幕
と
第

四
幕
の
白
鳥
コ
ー
ル
ド
は
、
ま
る
で
全
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
一
糸
乱
れ
ぬ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
で
、

し
か
も
ど
こ
に
も
硬
さ
が
な
く
、
公
演
全
体
と
し
て
も
素
晴
ら
し

い
公
演
で
し
た
。

三　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
三
階
に
あ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ

の
杮
落
と
し
公
演
と
し
て
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
振
付
家
、
山
田

う
ん
さ
ん
が
主
宰
す
る
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー「
C
o
．
山
田
う
ん
」

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
「
結
婚
」
と
、
今
回
の
た
め
に
出
演
者

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
選
ば
れ
た
ダ
ン
サ
ー
一
二
名
に
よ
る

「
春
の
祭
典
」
を
一
〇
月
二
七
日
（
土
）、
二
八
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
し
た
。
札
幌
を
中
心
に
全
国
各
地
の
ダ
ン
サ
ー
が
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
挑
み
、
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ

は
も
の
凄
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
本
番
ま
で
の

短
い
稽
古
時
間
の
中
で
山
田
う
ん
さ
ん
の
振
り
付
け
を
全
力
で
吸

収
し
形
に
な
っ
て
い
く
、
そ
の
過
程
は
目
を
離
す
こ
と
が
出
来
な

い
く
ら
い
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。
全
身
全
霊
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
満
席
の
来
場
者
を
魅
了
し
、
鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
が
劇
場
の

オ
ー
プ
ン
を
祝
福
し
て
い
る
よ
う
で
、
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
名

残
惜
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

一
二
月
一
七
日
（
月
）
か
ら
二
五
日
（
火
）
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
作
家
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
の
不
朽
の
名
作
で
あ
り

多
く
の
演
劇
人
に
影
響
を
与
え
て
い
る「
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
」

を
上
演
し
ま
し
た
。
当
作
品
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
で
初

め
て
演
劇
の
上
演
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
や
斎
藤
歩
さ
ん
を
は
じ

め
、札
幌
と
東
京
で
活
躍
す
る
俳
優
達
が
共
演
す
る
こ
と
も
あ
り
、

開
催
前
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
不
条
理
劇
と
い
う
言
葉

が
先
行
し
て
い
た
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
観
劇
し
て
み
る
と
笑
え

る
場
面
や
島
次
郎
さ
ん
の
斬
新
な
舞
台
美
術
も
あ
い
ま
っ
て
、
来

場
者
は
一
様
に
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。
開
幕
直
後
は
残
席

の
あ
る
公
演
も
あ
り
ま
し
た
が
、
口
コ
ミ
で
評
判
と
な
り
結
果
は

ほ
ぼ
満
席
で
千
秋
楽
を
終
え
ま
し
た
。
ア
イ
ー
ダ
公
演
の
時
も
そ

う
で
し
た
が
、
こ
の
ゴ
ド
ー
が
開
幕
し
て
か
ら
、
首
都
圏
の
方
で

は
良
い
意
味
で
ざ
わ
つ
い
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
札
幌
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
の
賑
わ
い
が
発
信
さ
れ
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
い
く

の
を
実
感
し
ま
し
た
。
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こ
の
他
、
世
界
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
一
人

で
あ
り
、
当
劇
場
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
製
ピ
ア
ノ
の
選
定
者

で
も
あ
る
ユ
ジ
ャ
・
ワ
ン
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
で
の
名
演
や

二
〇
一
八
年
よ
り
夏
・
冬
開
催
と
な
っ
た
サ
ッ
ポ
ロ
・
シ
テ
ィ
・

ジ
ャ
ズ
冬
で
登
場
し
た
舞
台
上
客
席
で
の
シ
ア
タ
ー
ジ
ャ
ズ
ラ
イ

ブ
の
開
催
な
ど
、
劇
場
の
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
舞
台
機
構
を
駆
使
し

た
数
々
の
公
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
は
、
札
幌
文
化
芸
術
劇
場

h
i
t
a
r
u
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
の
他
、
札
幌
文
化

芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
S
C
A
R
T
S
、
札
幌
市
図
書
・
情
報
館

と
の
複
合
施
設
で
す
。劇
場
法
前
文
で
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り「
劇

場
、
音
楽
堂
は
、
人
々
の
共
感
と
参
加
を
得
る
こ
と
に
よ
り
『
新

し
い
広
場
』
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
再
生
を
通

じ
て
、
地
域
の
発
展
を
支
え
る
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
る
」
こ
と

も
踏
ま
え
て
、都
心
部
に
お
け
る
新
た
な
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
、

そ
し
て
市
民
の
日
常
的
な
交
流
の
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
都
心

部
に
お
け
る
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

札
幌
劇
場
祭
（
T
G
R
）
2
0
1
8
を
振
り
返
っ
て

札
幌
劇
場
連
絡
会　
会
長　
斎
藤
ち
ず

アイーダ　札幌公演
（写真提供：札幌文化芸術劇場 hitaru）

白鳥の湖　札幌公演
（撮影：Y's PHOTO SELECTION）

今
年
度
も
、
一
三
回
目
と
な
る
札
幌
劇
場
祭
（
T
G
R
）

2
0
1
8
が
、一
一
月
一
日（
木
）～
一
二
月
二
日（
日
）の
約
一
ヶ

月
間
、
開
催
さ
れ
、
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
T
G
R
に

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
劇
団
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
な
に
よ
り
、
多
く
の
お
客
様
が
劇
場

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
り
、活
気
あ
る
T
G
R
2
0
1
8
に
な
っ

た
こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

T
G
R
2
0
1
8
は
、
三
一
団
体
の
参
加
を
得
て
、
一
二
八

ス
テ
ー
ジ
、
総
入
場
者
数
一
〇
、〇
九
八
名
で
し
た
。
昨
年
度
に

比
べ
、
参
加
団
体
数
、
入
場
者
数
と
も
に
幾
分
少
な
く
、
全
体
と

し
て
低
調
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
、

道
外
劇
団
の
意
欲
的
な
参
加
や
若
手
劇
団
の
名
作
へ
の
挑
戦
な
ど

の
特
徴
も
見
ら
れ
ま
し
た
。


